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CP-SAR搭載赤外カメラの開発研究
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はじめに
これまでCP-SAR衛星の搭載カメラに関して、
(1）可視カメラの搭載可能性とその機器仕様決定のための検討
(2）波長別デ－$1化のための安価なフィル9ー の試作検討
（ヨ）インター フェー ス（以下、｜／円、特に通信方式との関係
についての開発検討を行って来た。
可視カメラの搭載に加えてCP-SARの昼夜を問わず観測出来るメリットをさらに活かすために、赤外画像で、観測地域の同定が可能か、ベイロード仕様策定のための機
器規模調査、その搭載可能性の検討課題抽出を行うこととした。
また、無人航空機（以下、 UAV）のシステム1/Fの検討が進む状況に応じて可視カメラ及び赤外カメラ等の搭載1/Fについても検討を行う。
今後のCP-SAR開発に付随した搭載機器開発に活かすための検討としたい。
研究内容・計画について
当初の計画：CP-SARと連携して昼夜観測可能な赤外カメラの搭載可能性、仕棟、
及びUAVとの1/Fを検討する。
そのために観測エリア同定のための赤外力メラの必要機器仕様の検討を行う0
．赤外力メラの仕線検討
・市販赤外カメラの比較評価
．冷却システムの検討・評価
・搭載に関する課題・問題点の洗い出し
当初の計画｜ま上記であったが、予算的な制約から、以下のような検討・実施となった。
・NIRカメラでの野外観測による課題抽出
－熱赤外カメラ（別プロジェクトで‘使用中のものを援用）による撮像と、カラー画像化
検限内容と結果
(1)1/F検肘・ CP-SARの1/F検討、 UAVとの1/F検討の現状は以下の通りである。
－搭載機器側から見て、 UAV及びCP-SARの1/Fとの整合性が確認できていない0
・可視カメラはIEEE1934でバス電圧供給との搭載機器要求としてきた。
－多数個のカメラを箔載する場合lこIEEE1394の同時運用が、供給電源の問題などによりPC上で実
現できなかっt:.,
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使用撮材について
撮像に使用した機材の仕様は以下の通りである。
(l)NIRカメラ
波長敏750nm-980nm
（検出素子×カットフィルタ－xレンズ）
非冷却
(2）熱赤外カメラ
（株式会社セン子ンシア使用中のものを使用した）
波長域Sμm～14μm
（検出素子×Geレンズ）
非冷却
黒い部分は
溶岩流
（反射が小さい）
植生部分は
反射が大きい
・上記課題を鑑みて、熱赤外力メラや、今回野外観測したNIRカメラについてはUSB接続と、パス電 酢旦
圧供給として画像取得を行った＝USB接続であればチップ入手により一定条件下であれば接続1/F
を安価に構築可能なため。
{2}NIR （；近赤外｝カメラ取得冨像
野外の植生地、裸地を含む斜面を慢像した。一般に反射面を捉えやすいため、反射の強弱のあ
る面を選んだ。
図1こ取得画像とその時の可視カラー画像を併せて示した。
(3JM，赤外カメラ取得麗像とカラー化
熱赤外カメラもNIRカメラ同様に野外での観測を実施する予定であったが、電源供給がPCより給
電出来ない事が判明したため（本プロジェクト専用機器で無いため）、室内での植生及び電灯を含
む函像取得を行った。
熱赤外カメラは 般的にはその表面の温度を示すため、これをカラー化し、温度との対比を行っ
た。温度は別途、放射温度計で表面温度を測定した。図21こ熱赤外画像とそのカラー化画像、録
像域の可視カラー画像、及び温度対比に用いたヒストグラムを示した。
考察および今後の検討について
1. NIR画像、熱赤外画像ともに物理量と関連付けるためには狭帯域のフィル9ー が必要であるが、
同時に受光エネルギー量が大きく減少するため、測定対象をCPSAR観測対象を考慮して選択し、
狭帯域を決定することが重要であると考える。
2. 衛星搭載、 UAV搭載については、それぞれの飛行による制約条件が存在するため、最適な撮像
条件を得られるか検討が必要である。熱赤外画像については、今回の熱赤外検出器の応答時間
が問題になる可能性があると考えている。
3. CP-SAR衛星に関してはSARそのものへの高い給電能力が要求されるため、熱赤外カメラについ
ては非冷却方式として、供給電源を低減化するように検討しているが、上記の撮像最適条件、対
象物理量の選択条件などから、冷却方式が必要なる可能性もある。この場合には、衛星でのさら
なる給電能力＝太陽電池パネルの面積憎加＝が要求されることになる。
4. CP-SARの必要電力が非常に大きいので、同時搭載機器については、選択検討が必要であろう。
5. CP-SAR, UAVいずれも搭載機器との1/F調整は進んでいないため、今後はその仕篠を調整し、より
明確にすることで、搭載機器の制約条件が明らかとなる。これにより、搭載機器への給電方式、
また繕載機器の仕様もより詳細に詰める事が出来ると考えるので、今後1/Fの調整が重要な視点
となることを指摘し、明記しておきたい。
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